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第 23回 北海道シングルスソフトテニス選手権大会 

兼 第 23 回全日本シングルスソフトテニス選手権大会 北海道予選会 

開 催 要 項 

 

１ 日 時 平成 28 年４月３日（日） 開場・受付時間８時 00分～８時 30 分 

※開会式 ９時 00分～：岩見沢スポーツセンター(閉会式は各会場で) 

２ 会 場 男子：岩見沢市総合体育館(岩見沢市北３条西 12丁目 2-16) ℡0126-25-5210 

女子：岩見沢市スポーツセンター(岩見沢市総合公園 40番地) ℡0126-22-6240 

※参加者数の多い種別について２会場を使ってトーナメントを行う場合がある。 

３ 主   催 北海道ソフトテニス連盟 

４ 主   管 岩見沢ソフトテニス連盟 

５ 協 賛 株式会社ダンロップスポーツマーケティング 

６ 種   目 男子・女子（参加枠 男女各 42名を目安とする。） 

※申込数が参加枠を超えた場合は、次の割当を基準にして出場選手を決定するた

め、申込書記入の際は、必ず優先順に記入すること。 

（特級支部８名以内、１・２級支部計６名以内、３～５級支部計４名以内、学連 

10 名以内、高校 10名以内（主管支部２名含む）、中学４名以内） 

７ 大会使用球  スリクソン 

８ 競 技 方 法 （１）原則トーナメントとするが、変更することもある。 

（２）７ゲームマッチ 

（３）ルール等は、公益財団法人日本ソフトテニス連盟（以下、日連という）ソフ

トテニスハンドブックによる。 

（４）参加申込が４人未満の種目は、原則実施しない。 

９ 参 加 資 格 （１）日連公認審判員制度の有資格者であること。ただし、高校生については、北

海道予選会のみ道連公認審判員３級有資格者でも同様の資格として扱う。 

（２）道連各支部及び北海道学生連盟の推薦選手であること。 

（３）中学生及び高校生については、上記（１）、（２）のほかに、次の条件を付し

て出場を認める。 

・中学生については、北海道中学生シングルス選手権大会上位４名（校長の

承認が必要）とする。なお、道連強化委員会で特に推薦する者がいる場合

は、２名以内（校長の承認が必要）で追加を認める。 

・高校生については、平成 27年度北海道高等学校新人選手権大会シングルス

種目上位８名及び主管支部推薦２名以内とする。なお、道連強化委員会で

特に推薦する者がいる場合は、２名以内で追加を認める。 

また、高校３年生で平成 27 年度一般ランキング大会においてポイントのあ

る選手は、別枠として参加を認める。この場合、現在所属の学校より申込

みをすることとし、４月１日以降の所属予定(登録)のクラブ・学校等を（ ）

書きで記入すること。 

10 申 込 期 限 平成 28 年３月 10 日（木） 道連必着（事務局開局時間内） 
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11 参  加  料  １名 2,000 円（平成 28 年度日連会員登録制度登録予定者） 

※日連会員登録制度未登録者（平成 28 年度の登録を予定していない者）は、一人

につき、以下の参加料を加算する。 

一般 2,000 円、大学生 1,300 円、高校生 1,100 円、中学生 1,000 円 

12 申 込 方 法 （１）所定の申込書に必要事項(技術等級・審判等級・日連登録番号を含む)を記入

のうえ、参加料を添えて、各支部及び学生連盟経由で、下記（北海道ソフトテ

ニス連盟事務局）へ申込みすること。［上記８（３）の申込についても同様］ 

〒062-0905 札幌市豊平区豊平５条 11 丁目１番１号北海道立総合体育センター

内 

℡050-5501-8761 Fax011-820-1730 

（２）学連所属の大学生が参加する大学は、日連会員登録システムの平成 27 年度

会員一覧を添付すること。 

（３）中学生については、道連庄司理事に、高校生については、道連早川理事に参

加資格を確認のうえ申込みすること。 

 

13 参 加 選 手 

留 意 事 項 

（１）所定の時刻までに受付を完了し、開会式には、必ず出席すること。 

（２）日連指定のゼッケンを着用し、四隅を止めること。 

（３）ラケット（公認マーク添付）、シューズ、ユニフォームは、日連が公認した

メーカーの製品を使用（着用）し、日連の「ユニフォーム等の着用基準」を遵

守すること。ただし、本大会はウェアに関する特例を適用する（別表参照）。 

（４）日連会員登録証（登録会員）、公認審判員ワッペン及びイエローカードを携

行し、審判を担当するときは、原則ワッペンを左胸に着用すること。 

（５）優勝者は必ず〔持ち回り優勝杯〕を持ち帰り、次年度の大会時に整備のうえ、

責任を持って返還すること。 

（６）成績上位者の中から、日連技術等級制度２級（同大会参加数によるが、８本

以内で２級が申請できます）以上かつ日連公認審判員制度有資格者の条件を満

たしている男女各４名（日連別枠指定選手を除く）に、平成 28 年５月 14 日

（土）・15（日）奈良県明日香村で開催される「第 23 回全日本シングルスソフ

トテニス選手権大会」への出場権を付与する。 

 

 


